
 
 
 
掲載日（2025/01/10）                     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書籍の概要 
 

本書は、ベルギーの知識人ダーヴィッド・ヴァン・
レイブルックが著した Tegen Verkiezingen をオラン
ダ語から日本語に翻訳したものです。ヴァン・レイブ
ルックは、現代民主主義の苦境が、民主主義を選挙型
代議制民主主義に還元する選挙原理主義に起因する
と診断します。そして、西洋における抽選制の政治的
伝統を掘り起こすとともに、現代における抽選制の理
論と実践を概観します。そして、そうした幅広い視野
のうえに、議員を抽選で選出する抽選制議会の構想を
提示するのです。本書はオランダ語から各国語に翻訳
されていますが、日本語への翻訳は法学研究院の岡﨑
晴輝教授とルーヴェン・カトリック大学（当時）のデ
ィミトリ・ヴァンオーヴェルベーク教授が手がけまし
た。日本でも反響は大きく、数多くの新聞等で紹介さ
れました。 

著者から一言 
 

作家の作品であり、ワクワクする読み物になってい

ます。九州大学中央図書館に 6冊配架されていますの

で、ぜひ手に取ってみてください。また、本書をお読

みになり、内容に関心を持った方は、ぜひ法学部の比

較政治学１（後期２単位）を受講してみてください。 
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【お問合せ先】 
九州大学 法学研究院 岡﨑 晴輝（オカザキ セイキ） 
E-Mail：okazaki.seiki.882*m.kyushu-u.ac.jp 
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